
東海塗装様の創業は明治5年。同年に開通した鉄道の橋梁塗装を⽪切りに、戦後
復興の象徴であるタワーや重要⽂化財など⾼度な塗装⼯事を請け負い、⽇本の塗
装業界を牽引されてきました。現在は、インフラや公共設備、発電所、プラント
の塗装に加えて、⾼速道路のコンクリート補修やマンションの⼤規模修繕も⼿掛
けられています。東海塗装様では、⾔葉だけでは伝えきれない多様な事業内容や、
社内イベントの様⼦、最新の熱中症危険度などを視覚的に分かりやすくタイム
リーに発信するために、リコーデジタルサイネージを活⽤されています。ガラス
張りの本社エントランスでは、お客様や近隣住⺠の⽅に向けて⼯事実績の数々を
写真とともに紹介。⼀⽅、従業員に対しては、執務エリアに設置したディスプレ
イから、新⼊社員紹介やイベント報告などを、明るく楽しいデザインにのせて配
信し社内のコミュニケーション活性化につなげています。さらに、塗装を⾏う⼯
事現場にもリコーデジタルサイネージを導⼊。⼯事現場で働く従業員を熱中症か
ら守るため、熱中症予防情報コンテンツを使って現在の熱中症危険度をいち早く
知らせたり、無災害記録表を繰り返し配信することで安全第⼀の体制をより⼀層
強化されています。

導⼊前の課題

導⼊後の効果

●

■ご導⼊機種︓リコーデジタルサイネージクラウドサービス及び
RICOH Digital Signage Type2 2台
RICOH Digital Signage Type1 1台
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歴史ある塗装会社の⼯事現場でリコーデジタルサイネージを活⽤。

熱中症から従業員を守るため、最新の熱中症危険度をタイムリーに配信。

︕

︕

︕

東海塗装株式会社 様

業界外の⽅にも事業内容を分かりや
すく説明できるようになり、興味や
親しみをもってもらうことにつな
がっている。

●各種構造物、橋梁、プラント、建築物、機械等の塗装⼯事・設計施⼯管理
● ｢UNDERWATER INSPECTION SYSTEMS｣による⽔没部塗膜検査及び塗膜
補修●低公害研掃材｢スタウロライト｣の販売及び同品による研掃⼯事●超⾼圧
洗浄（ウォータージェット）⼯事●コンクリート剥落対策⼯事●下⽔道局 ⽔再
⽣センター整備⼯事●防⽔・⽌⽔⼯事●マンション等リニューアル⼤規模修繕
⼯事●⾜場・吊⾜場仮設⼯事

RICOH
デジタルサイネージ

お客様導⼊事例

⼯事現場
熱中症予防情報コンテンツを表⽰
（リコーデジタルサイネージ無料コンテンツ）

東海塗装株式会社
取締役 総務部⻑
⼭本 耕市 様

⼯事現場
無災害記録表を表⽰（リコーデジタルサイネージ
無料Webコンテンツ（ZIP）テンプレート）

社内ではコンテンツが会話のきっか
けとなり、部⾨を超えた交流が活発
化している。

⼯事現場で働く従業員を熱中症から
守るため、最新の熱中症危険度をい
ち早く配信できるようになった。

⾔葉だけで事業内容を伝えるのは難
しい。

従業員同⼠のコミュニケーションを
活性化したい。

⼯事現場で働く従業員の安全対策を
さらに強化したい。



⼯事現場ではどのような導⼊効果が⽣まれていますか︖

リコーデジタルサイネージの配信は、本社と⼯事現場でどのように
役割分担をしているのですか︖

設置場所と活⽤⽅法を教えてください。
本社のエントランスに1台、執務エリアに1
台、⼯事現場⽤に1台、計3台を導⼊し社内
外への情報発信ツールとして活⽤していま
す。本社では、来訪されるお客様やお取引
先様に加えて、近隣住⺠の皆様にも当社の
ことを知ってもらえるように、ガラス張り
のエントランスに外に向けてディスプレイ
を置き、⼯事実績やオフィスの紹介動画を
配信しています。また、従業員にも改めて
会社の事業や、同じ会社で働く仲間のこと

リコーデジタルサイネージを採⽤した決め⼿を教えてください。
興味を持ったきっかけは、リコージャパンのライブオフィス ViCreA（Value
innovation Creative Area）で、リコーデジタルサイネージが実際に使われ
ている様⼦を⾒たことです。動きのあるコンテンツは⽬を引きますし、私た
ちの到着に合わせて「ようこそ 東海塗装様」というメッセージも表⽰されて
いて、これは⾯⽩そうだなと思いました。運⽤が⼤変なのかと思ったら、コ
ンテンツはPowerPointで作成できますし、無料のコンテンツも充実。さらに、
遠隔配信もできると聞いて、こんなにシンプルな操作でここまで多様なこと
できるのかと驚きました。費⽤の⾯でも、この仕様に対してこのランニング
コストはとても魅⼒的だと思います。本社全体のリニューアルをリコージャ
パンに依頼したのですが、それに合わせてリコーデジタルサイネージも導⼊
しました。

お客様導⼊事例をWEBサイトでご紹介しています。
https://www.ricoh.co.jp/products/line-up/digital-signage/case

リコーデジタルサイネージ

3大選定ポイント
①操作が分かりやすく、業務の合間に情報更新ができる。
②コストパフォーマンスに優れていると感じた。
③本社と⼯事現場の事務所でコンテンツを⼿軽に共有できる。

記載内容は、2025年9⽉現在のものです。※ 本チラシ記載の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。
※PowerPointは、⽶国Microsoft Corporationの⽶国およびその他の国における登録商標または商標です。

当社が創業したのは明治5年です。⽇本で初めて鉄道が開通した年と同じ年に
塗装業を⽴ち上げ、鉄道橋梁の塗装を⽪切りに事業を発展させてきました。創
業当時はペンキの存在がほとんど知られておらず、国産ペンキが誕⽣したのも
明治初頭と⾔われています。ですから、鉄道の歴史、塗装業の歴史とともに当
社も歴史を重ねてきたことになります。現在は、鉄道、道路、プラントなど幅
広い分野の塗装に加え、⾜場仮設や⾼速道路のコンクリート補修、マンション
の⼤規模修繕も⼿掛けています。塗装業界では、⾜場専⾨、インフラ専⾨、マ
ンション専⾨など事業者が細分化されていることが多いのですが、当社では、
150年以上にわたり積み重ねてきた技術や経験値、業界のネットワークを活か
してトータルに対応できる体制を整えています。

東海塗装様の事業概要を教えてください。

リコーのデジタルサイネージ https://www.ricoh.co.jp/products/list/ricoh-digital-signage

https://www.ricoh.co.jp

近年の記録的な猛暑により、熱中症対策の重要性が社会全体で⾼
まっています。⼯事現場における熱中症予防情報コンテンツの活⽤
について、詳しく教えてください。

なぜデジタルサイネージに興味を持たれたのでしょうか︖
理由は2つあり、1つ⽬は、近隣にお住まいの⽅や⾯接に来た学⽣など、業界
外の⽅への情報発信です。「塗装」という⾔葉だけでは、遠い存在に感じら
れるかもしれませんが、当社では、戦後復興の象徴であるタワーや重要⽂化
財など、皆さんに馴染みのある構造物の塗装やメンテナンスも数多く⼿掛け
ています。こうした実績を写真とともに発信することで、当社の事業を分か
りやすくお伝えできたらと思いました。もう⼀つは社内コミュニケーション
の活性化です。⼀⾔に塗装といっても、インフラの塗装とマンションの塗装
では全く仕事内容が異なります。こうした異なる仕事に携わる従業員同⼠も、
部⾨を超えてお互いの仕事への理解を深め交流していけるように、デジタル
サイネージで様々な情報を配信してみたいと思いました。

真夏の⼯事現場は⾼温となる上、作業中は
防護服も着⽤しています。当然、以前から
熱中症対策を徹底してきましたが、近年の
記録的な猛暑を受け、対策が必要な期間が
⻑期化しています。また、2025年6⽉から
は労働安全衛⽣規則の改正により職場の熱
中症対策が義務化されました。こうした状
況も鑑み、さらなる熱中症対策として、リ
コーデジタルサイネージで熱中症予防情報
コンテンツを配信しています。熱中症予防
情報コンテンツは、⾃動的に情報が更新さ
れ、最新の熱中症危険度をタイムリーに

を知って欲しいので、フリーアドレスの
どの席からも⾒えやすい位置に、⼤型の
ディスプレイを設置し、新⼊社員紹介や
イベント報告、新事業の情報などを配信
しています。さらに、⼯事現場⽤として
も1台導⼊し、現在は橋梁塗装⼯事の現
場で活⽤しています。この現場では、熱
中症予防情報コンテンツや無災害記録表
など、安全意識向上につながるコンテン
ツを中⼼に配信しています。

東海塗装株式会社
総務部 主任
福岡 万⾥菜 様

東海塗装株式会社
インフラ事業部 ⼯事課
課⻑ 福原 智⾏ 様

確認できるのが良いところですね。しかも、危険度が⾊とイラストでひと⽬
で分かり、少し離れたところからの視認性も⾼いので、⼯事現場で使いやす
いコンテンツだと思います。社会全体で熱中症対策のさらなる強化が呼び掛
けられている中、こうして視覚的に分かりやすい形で、最新の熱中症危険度
を⼯事現場で配信できる仕組みができたことは、価値があると思います。

全体の管理は本社の総務部で⾏う⼀⽅、⼯事現場の責任者にもアクセス権限
を設定し、現場で必要な情報をタイムリーに配信できるようにしています。
各種コンテンツはクラウド上のコンテンツフォルダに格納してあるので、本
社でも⼯事現場でも配信したいコンテンツを⾃由に選んで配信できる仕組み
にしています。

熱中症予防情報コンテンツや無災害記録表
を繰り返し配信することで、⼯事現場にお
ける安全体制を、⼀層強化することができ
ました。先にお話ししたとおり、特に、熱
中症予防情報コンテンツは、ひと⽬で現在
の危険度が分かるので助かります。従業員
も⾃然と⽬を向けてくれているようですし、
管理する私たちもコンテンツを⾒る度に改
めて気が引き締まります。今後は、⼯事現
場の従業員に対してだけではなく、近隣住
⺠の皆様への情報発信ツールとしてもぜひ
活⽤してみたいです。例えば、マンション

東海塗装株式会社
インフラ事業部 ⼯事課
副主任 ⼿島 碧⾹ 様

の⼤規修繕の現場にタッチパネルを置いて、⼯事の進捗状況や⼯法説明の動
画など、住⺠の⽅が知りたい情報をすぐに得られる仕組みを構築できたらと
思っています。本社（エントランス）

本社（執務エリア）
従業員が仕事の合間に⼿軽に⾒ることがで
きるように、執務エリアに設置。

本社（エントランス）
オフィスの紹介動画


